
日本天文学会1996年秋季年会

T08a Ｘ線見る cD銀河団と non-cD銀河団の違い
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銀河団の中心部には多くの場合に、１つあるいは２つ以上の巨大楕円銀河が存在し、光学的にもさまざまな特異性を持っ
ており、cD銀河と呼ばれている。cD銀河は、その後退速度から銀河団のポテンシャルの底に居座っていると考えられてい
る。さて、銀河団をＸ線で観測すると、多くの cD銀河の辺りでＸ線輝度が急激に明るくなっている（cD銀河団）が、中に
はそのようなＸ線輝度の増加が見られない cD銀河もいるこ（non-cD銀河団）とが、Einstein衛星によってわかっていた。
我々は、ASCAを用いて近傍の明るい銀河団を観測したところ、同じ cD銀河でもＸ線超過が見られるものについてはほ
とんどの場合、温度が 1keVくらいの低温成分の存在と鉄のアバンダンスの増加の兆候が見られたが、Ｘ線超過の見られな
い cD銀河の場合は低温成分が強くなくてアバンダンスの増加の兆候も見られなかった。そして、Ｘ線超過が見られない cD
銀河は、ほとんどの場合 ２つ以上の楕円銀河が中心付近に存在することが光のイメージを見るとわかった。
以上のことから、中心での鉄の増加と低温成分の存在は cD銀河によるものである、中心に複数の巨大楕円銀河が存在す
る場合には互いに相互作用をしたために鉄の増加と低温成分が消されてしまうのではないか、ということが考えられる (e.g.
Tamura et al. 1996, PASJ in press)。


